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I 薬剤感受性の概況

本稿で は， イ ネ 害虫 の 中 で特 に 西 日 本 を は じ め と し て

温帯 ・ 熱帯 ア ジ ア で大 き な 被害 を も た ら し て い る ウ ン

カ ・ ヨ コ バ イ 類の捕食性天敵 を 中心 と し て ， 室 内 での薬

剤感受性検定法お よ び野外での影響評価法 に つ い て述べ

る 。 ウ ン カ ・ ヨ コ バ イ 類の捕食性天敵 と し て ， ク モ類，

メ ク ラ ガ メ 類， ケ シ カ タ ビ ロ ア メ ン ボ類， カ マ パチ類な

どが重要 で あ る と い わ れ て い る 。 表-1 1こ 日 本 の 水 田 で

個体数の多 い種 と そ の特徴 を示 し た 。

こ れ ら の捕食性天敵 に対す る 薬剤の影響 に つ い て ， 園

場 に 散布 し た と き の 影響 を 調査 し た 報告 は比較的多 い

が， 室 内 で感受性検定 を 行 っ た 研究 は 多 く な い (J 1 1 原

ら ， 1971 ; CHANG et al . ， 1979 ; FABELLAR and HEINRlCHS， 

1984， 1986 ; 田 中 ら ， 1990) 。 ク モ 類 は ， BHC に対 し て

中
日
幸

いち

感受性が高 い こ と で注 目 さ れた (川原 ら ， 1971) 。 ま た ，

合成 ピ レ ス ロ イ ド 剤 に 対 し て 感受性が高 く ， エ ト フ ェ ン

プ ロ ッ ク ス に対 し て も 感受性が高 い が， 日 本で は水稲 に

登録の な い デル タ メ ス リ ン や サ イ パ ー メ ス リ ン に 対 し て

は 極 め て 感 受性 が 高 い (FABELLAR and HEINRICHS， 1984， 

1986 ; 田 中 ら ， 1990 ; 田 中 ら ， 未発表) 。 一 方， 有機 リ

ン剤や カ ーパ メ ー ト 剤 な ど に は一般 に 感受性が低 く (J I I

原 ら ， 1971 ; 田 中 ら ， 1990) ， ま た 近年普及 し て い る イ

ミ ダ ク ロ プ リ ド に対 し で も 感受性 は 高 く な い ( 田 中 ら ，

未発表) 。 ク モ 類 で は ， 種間 あ る い は 分類群間 で感受性

に か な り の違いがあ る 。 コ サ ラ グ モ 類 ( セ ス ジ ア カ ム ネ

グモ ， ニ セ ア カ ム ネ グ モ な ど) は ， ほ と ん ど の殺虫剤 に

対 し て キ ク ヅキ コ モ リ グ モ や ヤ サ ガ タ ア シ ナ ガ グモ よ り

感受性が低 い ( 田 中 ら ， 1990 ; 田 中 ら ， 未発表) 。 一方，

ヤ サ ガ タ ア シ ナ ガ グ モ は 多 く の殺虫剤 に対 し て 水田 の ク

種 名

表 - 1 日 本 に お け る ウ ン カ ・ ヨ コ バ イ 類の主 な捕食性天敵

生態お よ び天敵 と し て の特徴雌の体長 (mm)

ク モ類
キ ク ヅキ コ モ リ グモ Pardosa ρseudoannulaω 

キ パ ラ コ モ リ グモ Pirata su砂iraticus

セ ス ジ ア カ ム ネ グモ Ummeliata insecticψs 

ニ セ ア カ ム ネ グモ Gnathonarium ιsiccatum 

ヤ サ ガ タ ア シ ナ ガ グ モ Tetragnatha muxillosa 

メ ク ラ ガ メ 類

カ タ グ ロ ミ ド リ メ ク ラ ガ メ Cyrforrhinus lividiPennis 

ケ シ カ タ ピ ロ ア メ ン ポ類

ケ シ カ タ ピ ロ ア メ ン ポ Microvelia douglasi 

ホ ルノ fー ド カ タ ピ ロ ア メ ン ボ Microvelia horvafhi 

カ マパチ類

ト ピ イ ロ カ マ パチ HaPlogonato，ρus ゆicalis

キ ア シ カ マ パ チ Pseudogonato，ρus j/avifemur 

はいかい
lO�12 イ ネ 株元や水面 を 俳御す る
6�lO イ ネ株元 に ト ン ネ ル状住居 を造 り ， そ の近 く

を俳個す る
3 . 3�3 . 5  イ ネ株元の株内 に 小型の網 を 造 り ， 網 に 落 ち

た 餌お よ び周 囲 の 餌 を 捕食 す る
2�2 . 3  同上

1O�12 イ ネ株聞 に 水平円網 を 造 り 網 に 掛か っ た 餌 を

捕食す る

3�3 . 5  セ ジ ロ ・ ト ピ イ ロ ウ ン カ と と も に海外か ら 飛

来 し， ウ ン カ の卵 ・ 幼虫 を捕食す る

1 . 5�2 水面 に落ち た 餌 を 捕食 す る
l . 3�1 . 8  向上

幼虫 は ウ ン カ の成幼虫 に 寄生す る が， 雌成虫

(無麹) は ウ ン カ を捕食す る
2 . 1�3 . 8  セ ジ ロ ウ ン カ に 寄生 し ， ウ ン カ に 寄生 し た ま

ま 海外か ら 侵入す る
3 . 1�3 . 8  ト ピ イ ロ ウ ン カ に 寄生 し ， ウ ン カ に 寄生 し た

ま ま 海外か ら 侵入 す る

Methods for the Measurement of Susceptibility of Agricultural Insect Pests and their Natural Enemies to Insecticides. Predators 
of Rice Pests. By Koichi T ANAKA 

( キ ー ワ ー ド : 薬剤感受性， 検定法， 影響評価， イ ネ ， 天敵生物， 捕食者)
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表 - 2 虫体浸潰法 に よ る ク モ類1齢幼生 (福岡県筑後市) のLC50 (ppm) ( 田 中 ら ， 1990 よ り 抜粋)

薬剤名 キ ク ヅキ コ モ リ グモ セ ス ジア カ ム ネ グモ ニ セ ア カ ム ネ グモ

4 . 869 

2 . 572 

5 . 731 

ダイ ア ジ ノ ン 40%乳剤 592 ( 192) > 8 . 000 (3 . 220) 

PAP 50%乳剤 55 . 3  894 

BPMC 50%乳剤 671 (253) 6 . 079 (4 . 345) 
NAC 15%乳剤 109 (59) 449 O .  044) 501 
エ ト フ ェ ン プロ ッ ク ス 20%乳剤 7 . 7  5 . 2  4 . 7  

カ ッ コ 内 の数値 は高知系統雌成体の LC50 (河原 ら ， 1971 ) . 

モ類の 中 で最 も 感受性が高 く ， 特 に ダイ ア ジ ノ ン に対す

る 感受性 に は キ ク ヅキ コ モ リ グモ の 300 倍， コ サ ラ グ モ

類の 2500 倍以上 の違 い が あ る ( 田 中 ら ， 未発表) 。 し か

し， PAP に対 し て は キ ク ヅ キ コ モ リ グ モ が最 も 感受性

が高 い ( 田 中 ら ， 末発表) 。 ま た ， コ モ リ グ モ 類 は カ ル

ボ フ ラ ン に 対 し て も 感受性が高 い (C!IANG et al. ， 1979) 。

カ タ グ ロ ミ ド リ メ ク ラ ガ メ は， 多 く の殺虫剤 に対 し て

感受性が高 い が (FABELLAR and HEINRICIlS ， 1984 ; 田 中 ら ，

未発表) ， 特 に PAP に 対 す る 感受性が高 く ， ま た イ ミ

ダ ク ロ プ リ ド や デル タ メ ス リ ン に 対 し で も 感受性が高 い

( 田 中 ら ， 未発表) 。 ト ピ イ ロ カ マ パチ は， 筆者が検定 し

た 9 種類の殺虫剤すべて に感受性が高か っ た ( 田 中 ら ，

未発表) 。 ケ シ カ タ ビ ロ ア メ ン ボ類 で は ， 詳 し い 調査が

行わ れて い な い が， 合成 ピ レ ス ロ イ ド 剤 に対す る 感受性

が高 い よ う であ る (FABELLAR and HEINHICHS， 1984) 。

ハ ダニ の捕食者であ る カ プ リ ダニ類で は， 地域や畑 に

よ っ て薬剤感受性 レ ベ ル に違いがあ る こ と が知 ら れて い

る が， イ ネ 害虫の捕食性天敵では， 個体群間で薬剤感受

性の違 い を比較 し た研究 は な い。 し か し ， そ れ を示唆す

る デー タ が あ る 。 川 原 ら ( 1971) と 田 中 ら (1990) は，

そ れぞれ高知県 と 福 岡 県で採集 し た ク モ の薬剤感受性 を

同 じ 方法 (20 秒間 の 虫体浸漬法) で検定 し ， LC50 を 求

め た 。 両者 に共通す る ク モ の種お よ び薬剤 に つ い て感受

性 を 比較 す る と ， 一 つ の 値 を 除 き ， 福 岡 系 統 に お け る

LC50 は高知系統の値の 1 . 4�3 倍 と ， 福岡系統 の ほ う が

感受性が低い傾向 が あ っ た (表 2 参照) 。 し か も 福 岡 系

統では l 齢幼生 を 用 い た の に対 し， 高知系統で は雌成体

を 用 い て お り ， 1 齢幼生 は成体 よ り 感受性が高 い ( 田 中

ら ， 1990) こ と を考慮す る と ， 両者の感受性 に は大 き な
違 い が あ る と 考 え ら れ る 。 こ れが地域 の 違 い に よ る の
か， 年代 の違 い に よ る のか明 ら か で は な い が， 薬剤 に対

す る 耐性が発達 し た 可能性が あ る 。

H 薬剤感受性検定法 ( 室内試験)

イ ネ 害虫の捕食性天敵 に対 し て こ れ ま で に 主 に 用 い ら

れた薬剤感受性検定法 は， 虫体浸漬法 と 局所施用 法であ

る 。 ま た ， 供試動物 あ る い は イ ネ に薬液 を 噴霧す る 散布

法 を 用 い た 例 も あ る 。 捕食性天敵 で は 多様な種や異 な る

発育ス テ ー ジ が対象 と な り ， ま た 害虫 と の比較 も 必要で

あ る の で， 様々 な サ イ ズ の個体 に適用 で き 操作 も 容易 な

虫体浸潰法が適 し て い る 。 大型の個体 に は局所施用 法 も

適用 で き る 。 昆虫成長制御剤の検定で は ， 数 日 以上飼育

し て 影響 を調べ る 必要が あ る の で， 散布法や イ ネ 苗浸漬

法 に よ り イ ネ ま た は イ ネ と 供試動物両方 に 処理す る 方法

が適当 だ と 考 え ら れ る 。

ク モ 類は， 共食い を す る の で l 頭ずつ飼育 し な け れ ば

な ら ず， ま た 飼育 に 生 き た餌が必要で あ り 発育期間 も 長

い こ と か ら ， 多数の個体 を 卵 か ら 成体 ま で飼育す る の は

容易 で は な い。 そ の た め薬剤検定 に は ， 比較的多数の個

体を得や す い 1 齢幼生 を 用 い る こ と を勧め る ( ク モ は卵

嚢内でふ化 し た 個体が脱皮 し た 後 に卵嚢か ら 脱出 す る 。

こ の幼生 を 2 齢 と 呼ぶ こ と が あ る が， 本稿で は 1 齢幼生

と 呼ぶ こ と に す る ) 0 1 齢 を 供試 す る 場合 に は， 野外で

採集 し た幼生 ・ 成体 を飼育 し て 産卵 さ せ る か， ま た は野

外で卵嚢 を採集 し て ， 卵嚢か ら 出現 し た幼生 を 用 い る 。

ア シ ナ ガ グモ は特 に 飼育が難 し い の で， 野外か ら 卵嚢 を

採集 し， 1 齢幼生の検定 を 行 う 。 雌成体 を供試す る 場合

に は， 野外で 中 齢以上 の幼生 を 採 集 し ， 飼 育 し て 用 い

る 。 メ ク ラ ガ メ 類で は， 1 齢幼虫 は極 め て 小 さ い た め 扱

いが難 し く ， 他の齢の幼虫 は齢の判定や齢 を そ ろ え る の

が容易 で は な い の で， 雌成虫 を 用 い る の が適当 で あ る 。

ま た ， カ マ パチ類 も 雌成虫 を 用 い る の が よ い 。

1 供試動物の採集 お よ び飼育

ク モ 類 (浜村， 1997 ; 田 中， 1998)  : 水 田 で コ モ リ グ

モ と コ サ ラ グ モ の幼生， 成体 を採集す る に は， 密度 の 高

い秋季が効率が よ い。 プ ラ ス チ ッ ク 箱 を イ ネ の株元 に あ
たた

て ， こ の 中 に払 い落 と し の 要領でイ ネ 株 を 叩 き ク モ を落

と し て捕獲す る 。 ま た は ， 刈取直後の水 田 で， プ ラ ス チ

ッ ク 箱 に ク モ を 追い入れ る 。 共食い を 避 け る た め に ， ク

モ を 1 頭ずつ別の容器 に 入れ て 持 ち 帰 る 。 卵嚢 の採集 は

夏~秋 に 行 う 。 コ モ リ グモ は雌が腹端 に 卵嚢 を付 け て 持

ち運ぶので， 雌 と 一緒 に 採集す る 。 コ サ ラ グ モ は イ ネ 株

元の葉鞘 に ， ア シ ナ ガ グ モ は イ ネ の葉裏や 園芸支柱 に 産

卵す る の で， 卵嚢の上やす ぐ 近 く に雌がい る も の を 見 つ
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け， 種 を 確認 し て採集す る 。
コ モ リ グモ と コ サ ラ グ モ の 飼育 に は， プ ラ ス チ ッ ク 容

器や管びん を 用 い， 共食い を し な い よ う に 1 頭ずつ個体
飼育す る 。 ク モ は水 を 飲 む の で， 小 さ な管ひ' ん に 水 を 入
れて脱脂綿で栓 を し た も の， 丸 め た脱脂綿 に 水 を含 ま せ
た も の な ど を入 れ る 。 餌 と し て は， ウ ン カ ・ ヨ コ バ イ 類
成幼虫， ガ類幼虫， シ ョ ウ ジ ョ ウ パエ ， ユ ス リ カ ， ヌ カ
カ ， ト ビム シ な どが利用 で き る 。 コ モ リ グモ で は， 卵裂
を雌か ら 離 し て お く と ， 卵護内 の個体が， 正常 に発育，
脱出 で き な い の で注意す る 。

カ タ グ ロ ミ ド リ メ ク ラ ガ メ (小林 ・ 岡 田 ， 1997) : 九

州 な ど ト ビ イ ロ ウ ン カ の飛来が多 い地域で採集で き る 。
一般 に は秋に個体数が多 い が， ウ ン カ の 飛来が特 に 多 い
地域や年 に は 8 月 か ら 採集 で き る 。 吸 虫 管 を 用 い て 幼
虫， 成虫 を 採集 す る 。 累代飼育に は ， 杉本式 ツ マ グ ロ ヨ
コ バ イ 飼育箱 を 用 い， こ の 中 に イ ネ 苗の植わ っ た パ ッ ト
を 2 個並べて 入れ， 本種 と ト ビ イ ロ ウ ン カ を放す。 苗が
太い ほ う が本種の産卵数が多 い の で， パ ッ ト に 育苗用培
土 を 入れて イ ネ を やや 薄 め に 播種 し ， 出芽後温室 で 1 週
間育て た 苗 を 用 い る 。 苗 は 1 週間 に 1 個 の 割 で取 り 替
え， 同 時 に ウ ン カ を追加す る 。 多数の供試虫が必要 な場
合 は ， ポ ッ ト に植 え た 分 げつ期の イ ネ に本種 と ト ビ イ ロ
ウ ン カ を放飼 し ， 次 世代 の カ メ ム シ を 得 る 。

ト ビ イ ロ カ マパチ : 飼育法が確立 さ れて い な い の で，
水田 か ら 繭 を採集 し羽化 し た 成虫 を供試す る 。 飛来後第
一世代の セ ジ ロ ウ ン カ に 寄生 し た 本種が， セ ジ ロ ウ ン カ
が羽化す る 7 月 下旬�8 月 上旬 ご ろ に踊化す る の で， 繭
を採集 す る 。

2 虫体浸漬法
浜 (1987) に よ る ア ブ ラ ム シ の検定法を改良 し た 方法

であ り ， 田 中 ら ( 1990) ， 田 中 ら (未発表) が用 い て い
る 。 供試薬剤 と し て市販の乳剤 ま た は 水和剤， 水溶剤 を
用 い る 。 展着剤 を添加 し た蒸留水で薬剤 を希釈 し て， 所
定の濃度 に調製す る 。

供試個体 と し て， コ モ リ グ モ 以外の ク モ の 1 齢では，
卵護か ら 出現後 1�2 日 の個体 を 用 い る 。 コ モ リ グ モ の
l 齢 は， 卵嚢か ら 出現後数 日 聞 は母親の腹部上 に 集 団 を
形成 し， そ の後分散す る の で， 分散後 1�2 日 の個 体 を
用 い る 。 こ の 間， ク モ 1 齢 に 餌 を与 え る 必要 は な い。 ク
モ の雌 は数個の卵畿 を産下す る が， 後で産ん だ卵嚢では
卵の生存率が低 く な る の で， 室内飼育で は最初 に 産下 し
た卵裂だ け を用 い た ほ う が よ い。 ま た ， 1 1m!1 の卵設 か ら
多数の幼生が得 ら れ る が， 少数の卵謎だ け を 用 い る と デ
ー タ が偏 る お そ れが あ る の で， で き る だ け 多数の卵襲か
ら脱出 し た 幼生 を 混ぜて使 う よ う に す る 。 ク モ成体お よ
びメ ク ラ ガ メ 成 虫 で は ， 羽 化 ・ 脱皮後 1�7 日 程度 餌 を

与 え て 飼育 し た 個体 を用 い る 。 カ マ パ チ 成虫 で は， 羽化
後 1�2 日 の個体を用 い る 。

・ ガ ラ ス 円筒 (直径 35 mm， 高 さ 35 111m 程度) の 一
端 を テ ト ロ ン ゴ ー ス で置 い ， 5 mm 幅 に 輪切 り に し た ビ
ニ ル チ ュ ー ブ ま た は裁縫用 ゴ ム を切 っ て 両端 を ホ ッ チ キ
ス で留 め た輸で固定す る (図ー1 ) 。

・ 炭酸 ガ ス で麻酔 し た 供試動物 を 10 頭程度 ( コ モ リ
グモ の成体な ど大型の個体で は数 を 減 ら す) 円 筒 の 中央
付近に 入 れ る 。 供試動物 を入れ る に は 面相筆や ピ ン セ ッ
ト を 用 い る が， ク モ の 1 齢 で は 短 く 切 っ た ピ ペ ッ ト
(図ー2) に I 頭ず つ 吸 い込 む方 法 が有効 で あ る 。 微小 な
個体は薬液 に 浮 い て し ま う の で， 目 の細 か い ス テ ン レ ス
網 を 円筒の内径 に 合 わ せ て切 っ た も の を 供試個体 の 上 に
乗せ る 。

・ ガ ラ ス シ ャ ー レ に 入 れ た 薬液 に 円筒の下端 を 浸 し ，
揺す り な が ら 供試動物 を 20 秒間浸潰す る 。

- 円筒 を薬液か ら 引 き 上 げ， ゴ ー ス を炉紙 に 密着 さ せ

図 - 1 虫体波乱1法 に J'FJ し 3 る 苦言具. テ ト ロ ン ゴ ー ス で下而

を 被 っ た ガ ラ ス 円筒 (右) と 薬液 を 入れた シ ャ ー レ

(友)

図 - 2 テ ト ロ ン ゴ ー ス で両端 を 覆 っ た ガ ラ ス 円 筒 (右) ，

ク モ 11 齢2;1)生 を 移す の に 用 い る ピ ペ ッ ト ( cj:l) お よ

びク モ を lFÚずつ飼育す る 管びん (左)
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て 薬液 を 除去す る 。 同時 に ス テ ン レ ス 網 を 取 り 除 き ， 円

筒の上端を ゴ ー ス で覆 う ( 図-2) 。 円筒 を 逆 さ に し て ゴ

ー ス を軽 く た た き ， 下面の ゴ ー ス に処理個体を落 と す。

・ 薬液 に 浸 し た ゴ ー ス を 除去 し ， シ ャ ー レ に入れた 炉

紙の上に処理個体 を落 と す。 円筒の壁面 に 付着 し た個体

は， 小 さ く 切 っ た 炉紙 を 用 い て 取 る と よ い。

・ ク モ で は共食い を し な い よ う に 1 頭ずつ， 水を含ん

だ脱脂綿 を 入 れ た 管 び ん に 移 し 適 当 な 容 器 に 入 れ る

(図-2) 。 メ ク ラ ガ メ ， カ マ パチ， ウ ン カ な ど は， 適当 な

大 き さ の 容器 (図-2 の 管 び ん を 入 れ た 箱 な ど) に 水 を

含 ん だ脱脂綿で根元 を 巻 い た イ ネ 幼苗 と と も に 10 頭程

度ずつ入れる ( メ ク ラ ガ メ ， カ マ パ チ で は イ ネ 苗 は必要

で は な い と 思わ れ る が， 確認 し て は い な し ミ ) 。

・ こ れ ら の 容器 を 250C， 長 日 条件 の 恒温器 に 入 れ，

通常 は 24 時間後 に 生死 を判定 す る 。 薬剤 に よ っ て は 24

時間後 に生死がは っ き り し な い場合が あ る の で， 予備検

定 に よ り 謂査時聞 を 決 め る 。 例 え ばイ ミ ダ ク ロ プ リ ド に

対す る ク モ の 死亡 率 は ， 48 時間後 に 判 定 す る の が適当

で あ っ た 。

十分な数の供試個体が得 ら れ る 場合 に は， 予備検定の

結果か ら 死亡率 50%前後 に 4�5 段階 の希釈濃度 を設定

し， LC50 値 を 算 出 す る 。 供試個体数が多 く な い場合や

短期間 に 結果 を得た い場合 に は ， 供試薬剤の常用濃度で

処理 を行い死亡率 を算出す る 。 虫体浸漬法 に よ っ て求 め

た ク モ類の LC50 値の例 を 表ー2 に示す。 ク モ の種間や個

体群間， 薬剤の種類 に よ っ て 感受性が異 な る こ と がわ か

る 。

3 局所施用 法

捕食性天敵に対 し て 用 い ら れ る 局所施用 法 は ， 筈虫 に

対す る 通常 の 方法 と 特 に 違 い は な い。 キ ク ヅキ コ モ リ グ

モ成体 (TAKAHASHI and KIRITANI ， 1973) ， カ タ グ ロ ミ ド リ

メ ク ラ ガ メ 成虫 (FABELLAR and HEINRICHS， 1986) に 用 い

ら れて い る 。 こ こ で は ご く 簡単 に 述べ る の で， 詳 し い方

法 に つ い て は本誌の連載 を参照 さ れた い。

- 供試個体の体重 を測定 し， 平均値 を算出 し て お く 0

. 薬剤の原体 ま た は純品 を ア セ ト ン で所定濃度 に希釈

し ， 薬液 を ミ ク ロ シ リ ン ジ に 吸入 し て ミ ク ロ ア プ リ ケ ー
タ に セ ッ ト す る 。

- 炭酸ガ ス で麻酔 し た供試個体 を炉紙 ま た は ガーゼ に

並べ， 昆虫では胸部背面 に ， ク モ で は頭胸部 (背甲 と も

い う ) 背面 に 薬液 を 滴下す る 。 滴下す る 薬液の量は， 供

試動物の大 き さ に よ っ て決 め る 。 小型の も の では， ツ マ

グ ロ ヨ コ バ イ 同 様 0 . 25�0 . 5 μ1 (浜， 1996) が適 当 だ

と 思 わ れ る 。 キ ク ヅ キ コ モ リ グ モ 成体 で は 1 . 0 ま た は
1 . 6 μ1， カ タ グ ロ ミ ド リ メ ク ラ ガ メ 成虫 で は 0 . 2 ま た は

0 . 5 μf 滴下 さ れた例が あ る 。

- 薬剤処理後の供試個体の扱い は ， 虫体浸漬法 と 同様

に す る 。

皿 野 外 試 験

室 内試験の 結果 と 野外試験の結果 は必ず し も 一致 し な

い の で， 野外試験 を 併用 す る の が望 ま し い。 野外試験の

た め の十分な 閏場面積や労力 が確保で き な い場合 に は，

室内試験で高 い毒性 を 示 し た 薬剤 に つ い て の み野外試験

を行 う 。

1 試験区の設定 お よ び薬剤散布

試験 区 の 大 き さ は l 区 画 10 m X 10 m 程 度 以 上 に す

る 。 統計検定がで き る よ う に 1 処理 に つ き 2 反復以上設

け る 。 試験区 の 聞 は峰畔板 な ど で仕切 る 。 散布時期 は ，

九州、| の普通期水田 (6 月 中下旬移植) で は ， 天敵密度が

高 く な る 8 月 中旬以降， 特 に ト ビ イ ロ ウ ン カ の 密度 も 高

く な る 9 月 上旬が適当 で あ っ た 。

2 天敵個体数の調査

天敵 と 害虫両方の個体数 を 調査す る の が望 ま し い。 ウ
ン カ 類や ク モ 類， メ ク ラ ガ メ 類 の 個体数調査法 と し て

は， サ ク シ ョ ン マ シ ン を 用 い る 方法 (Farmcop 法) ， 粘

着板 を 用 い た 払い落 と し 法， す く い取 り 法， 見取 り 法 な

ど が あ る 。 Farmcop 法 は採集後 の サ ン プル の 分析 に 時

聞がかか る ， す く い取 り 法 は イ ネ の株元 に 多 い コ モ リ グ

モ ， コ サ ラ グ モ ， ウ ン カ 類幼虫が採集 し に く い， 見取 り

法 は微小 な個体 を 見逃 し や す い と い う 欠点、が あ る 。 払 い

落 と し 法 は， 労力がかか ら ず， ク モ類， メ ク ラ ガ メ 類，

ウ ン カ 類 を 同時 に調査で き る の で， 簡易調査法 と し て適

し て お り ， 田 中 ・ 佐藤 (1988) ， 田 中 ら (未発表) が用

い て い る 。 た だ し ， 中齢以降の ア シ ナ ガ グ モ は イ ネ 株上

部 に い る の で， こ れ も 含 め て 調査す る 場合 に は ， 見取 り

法な ど を併用 す る の が よ い。 払 い落 と し 法 は ， ウ ン カ 類

を対象 と す る 場合 と 同様 に 行 え ば よ い。 ト ビ イ ロ ウ ン カ

に 対 す る 方法 と 捕獲効率 に つ い て NAGATA and MASUDA 

( 1978) の報告が あ る が， ウ ン カ 類 の調査 に お い て 常 法

と な っ て い る の で， 詳 し い こ と は経験者 に 尋ね る の が よ

い。 l 枚の粘着板 に対 し て 叩 く イ ネ の株数 は ， 対象種の

密度 に よ っ て 決 め ， 通常 は 10 株程度 に し て い る (た だ

し 一度決め た ら ， 一連 の調査 の 聞 は株数 を 変 え な い ) 。

叩 く 株 は連続せ ず に 離れた株を選ぴ， 一度用 い た 株 は 後

の調査で は 用 い な い。 大型の ク モ は， 粘着板か ら 脱出す

る こ と が あ る の で， 粘着板 に落ち た ら 指で押 さ え つ け て

十分粘着 さ せ る 。

調査 は ， 薬剤散布前 に 最低 1 回， 散布後 は 1 週間以内

に 2， 3 回行 い ， そ の後 1 か 月 程度以上継続 し て 行 う 。

調査結果 は， 薬剤散布 区 と 無散布区 を比較す る が， 統計

検定お よ び基準値に よ る 評価 (平井， 1996 参照) を行 う 。
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キ ク イ ム シ類の生活様式 に は， ["樹皮下食害性J (風倒
木地帯や 山火事跡地な ど に 大発生 し て し ば し ば大害を も
た ら す グル ー プ) と ， 材質部 に 穿孔 し て そ こ に培養 し た
共生菌 を餌 と す る 「養菌性J (伐倒丸太の材質 を 著 し く
劣化 さ せ る ク.ル ー プ) と があ る 。 著者が主 と し て研究の
対象に し て き た の は後者で， 本書 も ま た そ の研究が主題
と な っ て い る 。 内容 は， ["第 1 部 ・ 養菌性 キ ク イ ム シ 類
の 生活 を 採 る j と ， ["第 2 部 ・ 真 の 共生菌 を 探 る 」 の 2
部で構成 さ れ る 。 第 1 部 で は ， 坑道の さ ま ざ ま な タ イ プ
を ク.ルー プ分 け し ， 生活上の雌雄の役割 と 親子関係 を整
理 し， そ れ ら の 現象が菌 と の共生関係 に よ っ て も た ら さ
れて い る 事情 を 多 角 的 に紹介す る 。 第 2 音11で は ， 従来諸
説の あ っ た共生菌 と 雑菌 と の 関係 を 総括 し， 走査電顕に
よ る 直接観察や人口培養 に よ っ て ， 坑道内 の菌の諸相の
解明 を試み る 。 ま た菌が健全な材 を侵す状況 を走査電顕
で明示 し て い る 。

「養菌性 キ ク イ ム シ類」 は， 親虫が持 ち 込 ん だ共生菌
の タ ネ が無 け れ ば増殖出来な い。 と の た め， こ の仲間の
成虫は頭部 ま た は胸部 に 共生菌 を貯蔵 ・ 運搬す る 特殊な
器官 Mycangia を 持 つ 。 著 者 は ， プ ナ 材 を 加 害 す る 2
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355�380 
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科 13 種 の キ ク イ ム シ類 と ナ ガ キ ク イ ム シ 類 と に つ い て
共 生 菌 の 克 明 な 観 察 を 行 い， さ ま ざ ま な タ イ プ の
Mycangia や， そ れぞ れ の キ ク イ ム シ に特有の共生菌の
多数の オ リ ジ ナ ル写真 を掲載 し て ， そ の関係 を考察 し て
い る 。

生活 を共生菌 に 依存 し， 体 に 特殊 な貯蔵 ・ 運搬器官 ま
で持つ に 至 っ た 養 菌性 キ ク イ ム シ 類 と 共生菌 と の 関係
は， 進化 ・ 適応の点か ら 極 め て興味深い。 著者 も 「 む す
び」 で， 世界各地 に 広 く 分布 す る 種類 の キ ク イ ム シ で
は， 生息地が異 な っ て も そ の共生菌 は 同種か ご く 近縁の
も の であ る に も か かわ ら ず， キ ク イ ム シ の種類が異 な れ
ば， 彼 ら がた と え 同一 の 枝 に 隣 り 合 っ て 穿入 し て い て
も ， そ れぞれ異な っ た 菌 と 共生 し て い る こ と ， す な わ ち
共生菌 は そ れぞれの キ ク イ ム シ の種 ご と に 特異的であ る
事 を 明 ら か に し， 共生の起源 を 推論 し ， ま た ， 親虫が最
後 ま で子虫の面倒 を 見 る 生活様式 は， 親虫が培養 ・ 管理
し て や ら な け れ ば な ら な い共生菌 を 食糧 と し た 事 に 由来
し て い る の で は な い か と 推測す る な ど， 今後の糠々 な研
究方向 を 示唆 し て い る 。 し か し著者の半生 を か け た研究
に よ っ て も 未解決の部分が あ ま り に も 多 く ， 養菌性 キ ク
イ ム シ類の問題の難 し さ が う かがわ れ る 。

い ず れ に し て も ， 北大教授 を 定年退官 し ， 傘寿 に 近 い
著者が本奮 を ま と め ら れ た “壮挙" に 敬意 を表 し た い。
こ の虫の生活様式や共生菌 と の関係 を 中 心 に 取 り 上 げた
成蓄は こ れ ま で に 無 い の で， キ ク イ ム シ類の研究 を 志す
人々 ， 林業関係者， 自 然環境 に お け る 共生問題 に 関心 を
持つ方々 に は， ぜひ一読 を お 薦 め し た い。

( 農林水産技術情報協会技術参与 梅谷献ニ)
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茶の効用 と 虫の害
刑部 勝 著

B 6 判 本文 166 頁
定価 1 ， 326 円 (本体 1 ， 263 円 + 税) 送料
240 円

国立 の研究機関で、永年茶 の 害虫研究 に 携わ っ て こ ら れた 著者が， 蓄積 さ れ た デー タ を 基

に ， 読 み物風 に ま と め ら れ た も の で， 内容 は豊富 で読 み や す く ， 親 し み や す い .

ご購入は， 直接本会 「出版情報グループJ に 申 し込むか， お近 く の鈴鹿でお取 り 寄せ下さ い
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